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第
13
回
深
澤
晟
雄
の
会
総
会
を
６
月
16
日
沢

内
バ
ー
デ
ン
で
開
き
ま
し
た
。
総
会
に
は
細
井
洋

行
町
長
と
高
橋
雅
一
町
議
会
議
長
の
出
席
を
得

て
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

総
会
で
は
30
年
度
事
業
報
告
と
決
算
、
今
年
度

事
業
計
画
と
予
算
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
の
主
な
活
動
は
次
の
通
り
で
す
。 

町
の
招
待
で
駐
日
大
使
来
館 

 
  

 

町
職
員
の
ガ
イ
ド
に
感
謝 

“ 
 

 

東
京
五
輪
を
機
会
に
交
流

を
深
め
よ
う
と
西
和
賀
町
が

招
い
た
ア
フ
リ
カ
の
コ
ー
ト

ジ
ボ
ワ
ー
ル
共
和
国
の
駐
日

大
使
一
行
３
人
が
６
月
17

日
、
資
料
館
を
訪
れ
ま
し
た
。 

一
行
は
18
日
に
か
け
て

西
和
賀
高
校
生
と
の
交
流
な

ど
、
町
内
の
各
種
施
設
の
視

察
と
関
係
者
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
資
料
館 

は
西
和
賀
さ
わ
う
ち 

病
院
の
高
橋
光
世
事 

務
長(

写
真
中
央)

の 

ガ
イ
ド
で
、
生
命
行 

政
の
深
澤
村
長
と
そ 

の
業
績
を
紹
介
し
、 

人
類
普
遍
の
生
命
尊 

重
の
深
澤
理
念
は
今 

日
の
町
行
政
と
町
民 

一
体
で
継
承
さ
れ
て 

い
る
こ
と
を
印
象
づ 

け
ま
し
た
。 

 
大
使
官
代
表
は
感 

想
ノ
ー
ト
に
「
資
料 

館
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
対
し

て
ご
説
明
に
感
謝
し
ま
す
」

と
記
し
て
い
ま
す
が
、
通
訳

は
教
育
委
員
会
の
エ
リ
オ
ッ

ト
国
際
理
解
推
進
員
（
写
真

右
）
で
、
す
べ
て
町
職
員
の

ガ
イ
ド
で
し
た
。
そ
れ
が
今

後
と
も
心
置
き
な
く
交
流
で

き
る
西
和
賀
町
を
認
識
し
た

と
も
読
み
取
れ
ま
す
。 

      
活
動
資
金
の
確
保 

資
料
館
入
館
者
の
減
少
に
加

え
て
町
補
助
金
が
10
万
円
減

額
と
な
っ
て
活
動
資
金
の
確

保
が
課
題
で
す
。
こ
の
た
め
、

会
員
の
拡
大
や
寄
付
金
を
仰

ぐ
広
報
活
動
な
ど
を
重
点
に

取
り
組
み
ま
す
。 

 
 

資
料
館
で
英
文
も 

資
料
館
入
館
者
の
国
際
化

に
伴
っ
て
、
関
係
機
関
・
団
体

の
協
力
を
得
て
展
示
資
料
の

説
明
に
英
文
表
示
も
加
え
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

子
ら
の
食
を
支
援 

今
年
も
フ
ー
ド
バ
ン
ク
岩

手
を
通
じ
て
、食
に
恵
ま
れ
な

い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
食

材
を
提
供
す
る
取
り
組
み
に

参
加
し
ま
す
。町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

無
料
化
か
ら
60
年 

来
年
は
昭
和
35
年
12
月
か

ら
老
人
医
療
費
無
料
化
実
施

か
ら
60
年
を
迎
え
ま
す
。
そ

の
後
の
歩
み
を
検
証
す
る
と

と
も
に
記
念
年
の
資
料
展
示

や
資
料
館
ガ
イ
ド
に
反
映
さ

せ
る
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。 

第 13回総会開く 

第 13回総会開く 
 

 



 

今
年
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
＝
国
際
協
力
機
構
）
の
案
内

で
２
月
１
日
、
母
子
保
健
を
研
修
テ
ー
マ
に
４
か
国
か
ら
女
性

９
人
が
資
料
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
感
想
ノ
ー
ト
は
英
文
で
翻
訳

を
町
の
教
育
委
員
会
学
務
課
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
写
真
は
深

澤
村
長
の
机
を
囲
む
入
館
記
念
写
真
で
す
。
感
想
文
に
続
く
（ 

）

は
国
名
と
所
属
部
署
・
職
名
等
で
個
人
名
は
省
略
し
ま
し
た
。 
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資料館の 

感想ノートから 
 

三
悪
追
放
に
感
動 

 

「
豪
雪
・
貧
乏
・
多
病
」
の
三
悪
を
追
放

す
る
た
め
に
、
深
澤
村
長
は
頑
張
り
ま
し

た
。
村
の
未
来
の
た
め
に
創
造
的
な
取
り
組

み
を
続
け
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。 

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
保
健
ス
ポ
ー
ツ
省 

北
部
公

衆
衛
生
部
副
部
長
） 

深
澤
村
長
に
学
べ 

多
く
の
人
が
深
澤
村
長
の
こ
と
を
学
ぶ

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
旧
沢
内
村
の
人

を
助
け
る
深
澤
村
長
は
勇
敢
で
、
自
分
の
こ

と
よ
り
村
民
の
こ
と
を
考
え
る
素
晴
ら
し

い
人
で
し
た
。 

(

ガ
ー
ナ
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
局 

助
産
師
） 

日
本
を
変
え
た
人 

深
澤
村
長
を
偲
ん
で
記
し
ま
す
。
彼
は
旧

沢
内
村
を
変
え
て
、
日
本
の
保
健
医
療
制
度

を
変
え
た
人
で
し
た
。 

（
ガ
ー
ナ
・
公
衆
衛
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
監
督
官
） 

深
澤
村
長
手
本
に 

深
澤
村
長
の
「
旧
沢
内
村
の
人
た
ち
の
命

を
救
う
姿
」
に
好
感
を
持
ち
ま
し
た
。
彼
は

自
分
の
こ
と
よ
り
村
の
こ
と
を
考
え
て
頑

張
り
ま
し
た
。
深
澤
村
長
を
手
本
と
し
て
私

も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
ガ
ー
ナ
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
局 

保
健
師
） 

        

創
造
的
で
責
任
感 

 

私
は
岩
手
県
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
深
澤
村
長
と
旧
沢
内
村
の
人
た
ち 

は
「
創
造
的
な
考
え
と
責
任
を
も
っ
て
行

動
す
る
こ
と
」
の
お
手
本
で
し
た
。 

結
論
と
し
て
、
日
本
の
保
健
福
祉
の
取
り

組
み
は
「
人
々
の
意
識
を
高
め
さ
せ
る
」

こ
と
と
感
じ
ま
し
た
。 

（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
公
衆
衛
生
省 

産
婦

人
科
医
） Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
に
感
謝 

  

私
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
「
と
て
も
有
名
な

深
澤
村
長
と
そ
の
使
命
、
さ
ら
に
旧
沢
内
村

で
の
出
来
事
を
紹
介
し
て
く
れ
た
こ
と
」
に

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
公
衆
衛
生
省 

産
婦

人
科
医
） 村

長
の
業
績
継
承 

こ
ん
な
に
立
派
で
歴
史
的
な
地
域
に
来

る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
こ
の
地
域

の
皆
さ
ん
の
優
し
さ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

深
澤
村
長
は
勇
敢
な
人
で
あ
り
、
そ
の
業

績
は
若
い
世
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。 

 

（
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
・
周
産
期
科
学
研
究
所

と
保
健
セ
ン
タ
ー 

産
婦
人
科
医
２
人
） 

 

 


